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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の方向には大きく優先的に伸張し、第１の方向に垂直な第２の方向には小さく伸張
できる選択的に伸張可能な液体透過性の基層と、
　前記基層材料の中又は上にある複数のポケットと、
　前記ポケット内の超吸収性材料と、
を備える吸収性複合体であって、
　前記吸収性複合体が、前記第１の方向に初期長さの少なくとも１５０％伸張でき、破断
前に前記第２の方向に初期長さの１５０％未満しか伸張できず、
　前記超吸収体が濡れて、前記ポケットが膨張するにつれ、前記選択的に伸長可能な基層
により前記ポケットが前記第１の方向に伸長することができることを特徴とする吸収性複
合体。
【請求項２】
　前記複合体が、前記第１の方向に前記初期長さの少なくとも２００％または少なくとも
２５０％伸張できることを特徴とする請求項１に記載の吸収性複合体。
【請求項３】
　前記複合体が、前記第２の方向に前記初期長さの１２５％未満しか、または初期長さの
１１０％未満しか伸張できないことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の吸収性複
合体。
【請求項４】
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　前記基層が、ネック可能な不織ウェブ層と弾性層とのネックボンデッド積層体を含むこ
とを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の吸収性複合体。
【請求項５】
　前記ネック可能な不織ウェブが、スパンボンドウェブ、メルトブローンウェブ、ボンデ
ッドカーデッドウェブを含むことを特徴とする請求項４に記載の吸収性複合体。
【請求項６】
　前記弾性層が、弾性フィルムを含むことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の吸
収性複合体。
【請求項７】
　前記複合体が伸張力を受けていない場合は、前記ポケットが、約０．０５～１．５イン
チ（１．３～３８ｍｍ）、約０．１０～１．０インチ（２．５～２５ｍｍ）、約０．１５
～０．５０インチ（３．８～１３ｍｍ）の距離で間隔を置いて配置されていることを特徴
とする請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の吸収性複合体。
【請求項８】
　前記複合体が伸張力を受けていない場合は、前記ポケットの直径が約０．２～１．０イ
ンチ（５．１～２５ｍｍ）で、深さが少なくとも約０．１インチ（２．５ｍｍ）であるこ
とを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の吸収性複合体。
【請求項９】
　前記複合体が伸張力を受けていない場合は、前記ポケットの直径が約０．２５～０．７
５インチ（６．４～１９．１ｍｍ）で、深さが約０．１５～０．５０インチ（３．８～１
３ｍｍ）であることを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の吸収性複合
体。
【請求項１０】
　液体透過性上面シートと、実質的に液体不透過性の裏面シートと、前記上面シートと前
記裏面シートとの間の吸収性複合体とを備える使い捨て吸収性物品であって、
　前記吸収性複合体が、第１の方向には大きく優先的に伸張でき、破断する前に、前記第
１の方向に垂直な第２の方向には小さく伸張できる選択的に伸張可能な液体透過性の基層
を含み、
　前記吸収性複合体が、更に、前記基層材料の中又は上に複数のポケットを含み、前記ポ
ケット内に超吸収性材料を含んでおり、
　前記超吸収体が濡れて、前記ポケットが膨張するにつれ、前記選択的に伸長可能な基層
により前記ポケットが前記第１の方向に伸長することができることを特徴とする使い捨て
吸収性物品。
【請求項１１】
　前記第１の方向が着用者の脚開口部の間に延びる横方向である、おむつを含むことを特
徴とする請求項１０に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１２】
　前記吸収性複合体が、第１の方向に初期長さの少なくとも１５０％伸張でき、前記第１
の方向に垂直な第２の方向には初期長さの１５０％未満しか伸張できないことを特徴とす
る請求項１０に記載の使い捨て吸収性衣類。
【請求項１３】
　前記吸収性複合体が、第１の方向に初期長さの少なくとも２００％伸張でき、前記第１
の方向に垂直な第２の方向には初期長さの１２５％未満しか伸張できないことを特徴とす
る請求項１０に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１４】
　前記吸収性複合体が、第１の方向に初期長さの少なくとも２５０％伸張でき、前記第１
の方向に垂直な第２の方向には初期長さの１１０％未満しか伸張できないことを特徴とす
る請求項１０に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１５】
　前記基層が、ネック可能な不織ウェブと弾性フィルムとのネックボンデッド積層体を含
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むことを特徴とする請求項１０～請求項１４のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品
。
【請求項１６】
　前記ポケットが、合計して約１～１００グラム、約３～５０グラム、または約５～１５
グラムの前記超吸収体を含むことを特徴とする請求項１０～請求項１５のいずれか一項に
記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１７】
　前記選択的に伸張可能な基層が、液体透過性の上面シートを含むことを特徴とする請求
項１０に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１８】
　前記選択的に伸張可能な基層が、実質的に液体不透過性の裏面シートを含むことを特徴
とする請求項１０に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１９】
　液体透過性上面シートと、実質的に液体不透過性の裏面シートと、前記上面シートと前
記裏面シートとの間の吸収性複合体とを備える吸収性物品であって、
　前記吸収性複合体が、ネック可能な不織ウェブと弾性フィルムとのネックボンデッド積
層体を含んでおり、
　前記吸収性複合体が、更に、前記ネックボンデッド積層体の中又は上に複数のポケット
を含み、前記ポケット内に超吸収性材料を含むものであり、
　前記吸収性複合体が、第１の方向に初期長さの少なくとも１５０％優先的に伸張でき、
破断前に前記第１の方向に垂直な第２の方向には初期長さの１５０％未満しか伸張できな
いものであり、
　前記超吸収体が濡れて、前記ポケットが膨張するにつれ、前記ネックボンデンデッド積
層体により前記ポケットが前記第１の方向に伸長することができることことを特徴とする
吸収性物品。
【請求項２０】
　おむつ、トレーニングパンツ、成人用失禁用衣類、水着、パーソナルケア吸収性物品、
医療用吸収性物品を含むことを特徴とする請求項１９に記載の吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、超吸収性材料が、選択的に伸張可能な基層の別個のポケットに収容されている
吸収性物品に関する。ポケットは、１つ又はそれ以上の層に存在する。超吸収性材料が濡
れると、膨張し、隣接するポケットが連動して互いに押し合う。選択的に伸張可能な基層
により、膨張したポケットは、選択した方向に押し合って離れることができる。更に、吸
収層が、選択した方向に伸張すると、ポケットは、ますます互いに離れるようになってい
る。
【０００２】
（背景技術）
おむつ、大人用失禁用製品等の使い捨て吸収性衣類に用いるのに適切な吸収性複合体は公
知である。このような吸収性複合体は、例えば、１９８７年１０月１３日にＢｅｒｍａｒ
ｄｉｎに付与された米国特許４，６９９，６１９号、１９８９年１月１７日にＭｅｙｅｒ
らに付与された米国特許第４，７９８，６０３号、１９８９年５月３０日にＡｌｅｍａｎ
ｙらに付与された米国特許第４，８３４，７３５号、１９９２年９月１５日にＫｅｌｌｅ
ｎｂｅｒｇｅｒに付与された米国特許第５，１４７，３４３号、及び１９９２年９月２２
日にＫｅｌｌｅｎｂｅｒｇｅｒらに付与された米国特許第５，１４９，３３５号に説明さ
れている。
【０００３】
一般に、このような吸収性複合体は、高吸収性材料及び超吸収性材料を収容するためのマ
トリックスを含む。高吸収性材料を収容するための適切なマトリックスとしては、例えば
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、空気堆積セルロース繊維又はセルロース繊維及びメルトブローンポリオレフィン繊維を
含むコフォーム材料で形成された繊維マトリックスを挙げることができる。各種の高吸収
性材料（超吸収性材料としても知られている）は当業者に知られている。例えば、１９７
８年２月２８日にＭａｓｕｄａらに付与された米国特許第４，０７６，６６３号、１９８
１年８月２５日にＴｓｕｂａｋｉｍｏｔｏらに付与された米国特許第４，２８６，０８２
号、１９７７年１２月１３日にＷｅｓｔｅｒｍａｎに付与された米国特許第４，０６２，
８１７号、及び１９８２年７月２０日にＯｂａｙａｓｈｉらに付与された米国特許第４，
３４０，７０６号を参照されたい。
【０００４】
高吸収性材料を含む多くの公知の吸収性複合体では、比較的低密度の高吸収性材料を用い
ている。即ち、吸収性複合体の多くは、空気体積セルロース繊維及び約２０重量パーセン
ト未満の高吸収性材料を含む。これは、いくつかの原因による。
多くの高吸収性材料は、使用中に液体が吸収性複合体に加えられる速度で液体を吸収する
ことはできない。従って、高吸収性材料が液体を吸収することができるまで一時的に液体
を保持するために、繊維材料が比較的高密度であることが望ましい。更に、繊維は、ゲル
ブロッキングが起こらないように高吸収性材料の粒子を分離する作用を有する。ゲルブロ
ッキングとは、高吸収性材料の粒子が、膨潤する間に変形して、粒子間又は粒子と繊維と
の間の隙間空間を遮断することにより、隙間空間を通る液体の流れを妨げる状態を言う。
【０００５】
比較的低密度の高吸収性材料と、比較的高密度の繊維材料が存在すると、どちらかと言え
ば比較的厚い吸収性複合体の製品になる。特定の用途では、使い捨て吸収性衣類に比較的
厚い吸収性複合体を使用しても許容の範囲にある。しかし、近年、従来の吸収性複合体に
比較して薄いが、依然として同様の吸収容量を有する吸収性複合体を製造することが望ま
れるようになってきた。この比較的薄い吸収性複合体を製造するという要求は、結果とし
てますます多量の高吸収性材料を吸収性複合体の中に組み込むという要求に帰着する。こ
れは高吸収性材料の吸収容量が一般的に繊維材料の吸収容量の何倍も大きいためである。
例えば、木材パルプフラフの繊維マトリックスは、木材パルプフラフ１グラム当たり約７
～９グラムの（０．９重量パーセントの生理食塩水のような）液体を吸収することができ
るが、高吸収性材料は、高吸収性材料１グラム当たり、少なくとも約１５グラム、好まし
くは少なくとも約２０グラム、しばしば少なくとも約２５グラムの、例えば０．９重量パ
ーセントの生理食塩水の液体を吸収することができる。
【０００６】
伸張性に優れたおむつへの指向は、Ｓｅｒｂｉａｋらに付与された米国特許第５，８４６
，２３２号、及びＳｕｚｕｋｉらに付与された米国特許第５，４５１，２１９号に説明さ
れている。これらの参照文献は、おむつにおける伸張可能性を得るための種々の弾力性の
ある又は伸長可能な構造を開示している。
Ｍａｌｉｕｓらに付与された米国特許第５，６０１，５４２号は、超吸収性材料が別個の
複数の袋の層に収容されている吸収性物品を開示している。この袋は、互いに隣接し、１
つ又はそれ以上の基層に形成されている。超吸収性材料が濡れると、基層は、伸張しない
か、又はあらゆる方向に制御不能に伸張する。前者の場合、超吸収体の吸収容量は、超吸
収体の膨潤圧力に対して働く基層の外部から加えられる圧力により抑制される場合がある
。後者の場合、基層が制御不能に伸張すると、濡れた超吸収性ゲルの移動が起こり、吸収
システムの効果が低減して着用者に不快感をもたらす可能性がある。
【０００７】
（発明の開示）
本発明は、１方向に選択的に伸張可能な少なくとも１つの吸収性複合体を有する吸収性物
品であって、超吸収性材料が、選択的に伸張可能な基層の中又は上の別個のポケット又は
袋の中に存在することを特徴としている。吸収性物品は、少なくとも、実質的に液体不透
過性で蒸気透過性の裏面シートと、裏面シートに向かい合う関係に配置される液体透過性
の上面シートと、上面シートと裏面シートとの間の１つ又はそれ以上の選択的に伸張可能
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な吸収層とを備える。
【０００８】
吸収性複合体の基層は、選択的に１方向に伸張可能である。例えば、おむつ製品の基層は
、着用者のウエスト領域の間で縦方向に伸張可能ではなく、着用者の脚の間で横方向に伸
張可能であってもよい。１つの実施形態において、基層は、ネックされた弾性のない不織
フィラメントウェブと、弾性フィルムとのネックボンデッド積層体とすることができる。
この種のネックボンデッド積層体は、Ｍｏｒｍａｎらに付与された米国特許第５，８８３
，０２８号に記載されており、この開示内容は参照文献として援用する。他の適切な基層
としては、ネックドスパンボンドウェブ及びネックドクレープドスパンボンドウェブが挙
げられるが、これに限定されない。
【０００９】
１つの実施形態において、選択的に伸張可能な基層は、互いに接合されてその間に複数の
ポケットを形成する２つの層を含むことができる。ポケットは、一方又は両方の層に形成
できる。少なくとも一方の層は、水透過性である必要がある。他方の層は、水透過性又は
水不透過性であってもよい。また、吸収性複合体は、２つの選択的に伸張可能な基層を含
み、それらが互いに接合されてその間に複数のポケットを有することができる。いずれの
場合でも、超吸収製材料は、ポケット内に配置される。
【００１０】
吸収性物品の使用中に、ポケットは、吸収性複合体中の超吸収性材料の望ましい分布を維
持する。選択的に伸張可能な基層は、吸収層を所望の方向に伸張でき、濡れた場合の超吸
収体の膨潤のみならず着用者の動きに適応する。吸収性複合体は、例えば、パーソナルケ
ア吸収性製品、トレーニングパンツ、水着、吸収性下着、乳児用ワイプ、大人用失禁用衣
類及び女性用衛生製品を含む各種の吸収性物品に用いることができる。医療用吸収性製品
としては、吸収性衣類、アンダーパッド、包帯、吸収性ドレープ、及び医療用ワイプが挙
げられる。
【００１１】
前述の通り、本発明の特徴及び利点は、比較的伸張可能な吸収性複合体と、超吸収性材料
を含有する生成物の分布を有し、ゲルブロッキングを軽減する吸収性物品を提供すること
である。
また、本発明の特徴及び利点は、所望の方向に優先的に伸張する選択的に伸張可能な吸収
性複合体を有する吸収性物品を提供することである。
前記及び他の特徴及び利点は、以下に示す好ましい実施形態の詳細な説明一層明らかにな
る。詳細な説明は、限定するものではなく例示的なものであり、本発明の範囲は、請求の
範囲及びその均等物により定義される。
【００１２】
（発明を実施するための最良の形態）
本発明は、選択的に伸張可能な吸収性複合体層を有し、超吸収性材料が、選択的に伸張可
能な基層内又はその上にある別個のポケット又は袋に存在する吸収性物品である。「吸収
性物品」という用語は、トレーニングパンツ、水着、吸収性下着、乳児用ワイプ、大人用
失禁用製品、女性用衛生製品及び医療用吸収性製品（例えば、吸収性医療用衣類、アンダ
ーパッド、包帯、ドレープ、及び医療用ワイプ）を含むが、これに限定されない。
【００１３】
１つの好ましい吸収性物品は、使い捨ておむつである。図１は、縦方向１及び横方向２を
有する本発明の実施形態の１つによる使い捨ておむつの分解斜視図を示す。使い捨ておむ
つ１０は、外側カバー１２、身体側ライナ１４、及び身体側ライナ１４と外側カバー１２
との間に配置される吸収性複合体４４を備える。吸収性複合体４４は、以下に更に説明す
るように、超吸収性材料５８を収容する複数のポケット５０と随意的に木材パルプ繊維を
備える。また、吸収性複合体は、以下に更に説明する第１の基層シート層４６及び第２の
基層シート層４８を備えるツーピースのラップシートも備える。ツーピースのラップシー
トは、ポケット５０の範囲を超えて吸収性複合体４４の端部まで延びており、超吸収性材
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料５８がおむつから移動するのを防ぐために密封され得る周囲部２４を形成する。
【００１４】
外側カバー１２と身体側ライナ１４との間には、ウエスト弾性体２６、固定テープ２８及
び脚部弾性体３０が取付けられている。脚部弾性体３０は、担体シート３２と、近位端１
４及び遠位端２１を有する個々の弾性ストランド３４を含む。
身体側ライナ１４には、近位端３８及び遠位端４０を有する閉じ込めフラップ３６が取付
けられている。脚弾性体の近位端は、閉じ込めフラップの遠位端に一致する。周囲部４３
を有するサージ制御層４２は、閉じ込めフラップ３６の近位端３８の間に配置されている
。
【００１５】
図１に示すおむつを正確に組み立てる方法及びその材料の多くは、Ｈａｎｓｏｎらの１９
９６年４月２５日に発行され、本出願人に譲渡されている米国特許第５，５０９，９１５
号、及び１９９９年５月１９日にＬａｕｘらに付与された米国特許第５，９０４，６７５
号に詳細に説明されている。なお、両特許は、本明細書において、参考文献として援用す
る。図１に示すおむつに対して可能性のある変更例としては、身体側ライナ１４と吸収性
複合体４４との間にサージ制御層４２を配置して、サージ制御層の長さを短くして吸収性
複合体の長さを延長するか、又はサージ制御層を液体排泄物が最初に溜まるおむつ領域（
目標領域）に集中（長さを短くして坪量を増加）させることが含まれる。
【００１６】
図２は、本発明による選択的に伸張可能な吸収性複合体を示す。図２を参照すると、吸収
性複合体４４は、選択的に伸張可能な液体透過性の第１の基層４６、選択的に伸張可能な
第２の基層４８、及び第１の層４６と第２の層４８との間に形成された超吸収性材料のポ
ケット５０を備える。
【００１７】
本明細書で用いる場合、「選択的に伸張可能な」という用語は、材料が、第２の方向より
第１の方向に大きく伸張すること、即ち、第２の方向より第１の方向に、破断することな
く大幅に伸張することができることを意味する。第２の方向は、第１の方向に垂直である
。一般に、材料は、第１の方向に初期長さの少なくとも１５０％、適切には第１の方向に
初期長さの少なくとも２００％、望ましくは第１の方向に初期長さの少なくとも２５０％
伸張可能である。一般に、材料は、第２の方向に初期長さの１４０％未満、適切には第２
の方向に初期長さの１２５％未満、望ましくは第２の方向に初期長さの１１０％未満だけ
伸張可能である。
【００１８】
ポケット５０は、第１及び第２の層を接合させて積層体を形成し、積層体が乾燥している
ときには積層体の一体性を維持するが、積層体が濡れると両者を制御可能に解放する働き
をする取付け手段５２により形成される。もしくは、ポケット５０は、層４６又は層４８
に成形（例えば熱成形）してもよい。層４６と層４８との間の適切な取付け手段は、水溶
性接着剤及び熱エンボス加工等の感水性接着剤を含む。取付け手段５２は、第１の層４６
と第２の層４８を互いに固定し、ポケット５０の間の取付け域５４と、ポケット５０にお
ける非取付け域５６をもたらす。非取付け域は、ポケットを形成するのに役立つ。超吸収
性材料５８は、ポケット５０内に配置され、吸収性複合体４４を作り上げる。超吸収性材
料５８に加えて、ポケット５０は、以下に更に説明するように、セルロースフラフ又は他
の材料等の繊維材料を収容することができる。また、非感水性の第２の取付け手段（図示
せず）を用いて、ポケット５０から間隔を置いた位置で、層４６及び層４８を互いに固定
することもできる。
【００１９】
ポケット５０は、複合体４４が弛緩しているときは距離６０の間隔を置いて配置されてお
り、即ち、伸張力を受けない。間隔６０は、少なくとも約０．０５インチ（１．３ｍｍ）
、もしくは少なくとも約０．１０インチ（２．５ｍｍ）、もしくは少なくとも約０．１５
インチ（３．８ｍｍ）である。更に、ポケットの間隔６０は、適切には約１．５インチ（
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３８ｍｍ）以下、もしくは約１．０インチ（２５ｍｍ）以下、もしくは約０．５インチ（
１３ｍｍ）以下である。
ポケット５０の深さは、少なくとも約０．１インチ（２．５ｍｍ）、好ましくは約０．１
５～０．５０インチ（３．８～１３ｍｍ）、更に好ましくは約０．２０～０．３０インチ
（５．１～７．６ｍｍ）であってもよい。ポケットは、直径が、約０．２０～１．０イン
チ（５．１～２５ｍｍ）、好ましくは約０．２５～０．７５インチ（６．４～１９．１ｍ
ｍ）、更に好ましくは約０．４０～０．６０インチ（１０．２～１５．２ｍｍ）である円
形又は楕円形の構造を有することができる。これらの寸法は、吸収性複合体４４が弛緩し
、伸張されていない状態に関するものである。
【００２０】
本発明によれば、吸収性複合体４４は、第１の方向に伸張可能であり、第１の方向に垂直
な第２の方向には伸張しない必要がある。「伸張可能」とは、複合体４４が、破断するこ
となく第１の方向に初期長さの少なくとも１５０％、好ましくは初期長さの２００％、更
に好ましくは初期長さの少なくとも２５０％伸張することを意味する。好ましくは、吸収
性複合体は、伸張する方向と反対の方向に少なくとも部分的に収縮することが可能である
。従って、伸張を引き起こした力が緩むと、伸張した複合体は、少なくとも２５％、好ま
しくは少なくとも５０％、更に好ましくは少なくとも７５％回復又は「収縮」する必要が
ある。５０％回復とは、例えば、材料が初期長さの１メートルから伸張した長さの２メー
トルに伸張する場合、伸張力が取り除かれると１．５メートルの長さに回復する必要があ
ることを意味する。吸収性複合体４４の伸張性は、一般に、組み合わせた基層即ち層４６
及び層４８の伸張性により制御される。
【００２１】
吸収性複合体４４は、第１の方向に垂直な第２の方向には伸張性が小さい必要がある。「
伸張性がない」又は「伸張性が小さい」とは、複合体４４が、破断する前に第２の方向に
初期長さの１５０％未満、好ましくは初期長さの１２５％未満、更に好ましくは初期長さ
の１１０％未満だけ伸張することを意味する。
特定の材料、例えば軽く結合された不織布は、伸張された場合、明確な破断点を有する必
要はない。このような材料を伸ばすのに必要な力は、伸ばし続けると最大まで増加し、次
に、材料が破断した場合に急にゼロに低下するのではなく、次第に減少する。このような
挙動は、「タフィー状」として特徴付けできる。
【００２２】
特定の不織布は、伸張されると、繊維が移動し、次第に材料の引っ張り方向に配向する。
伸張し続けると、繊維は、不織マトリックスから滑り出て、次第に更に伸張するのに必要
な力が減少する。
第１の方向にタフィー状の挙動を示す吸収性複合体は、第１の方向に垂直な第２の方向に
はタフィー状の挙動を示さない。
【００２３】
少なくとも１つの方向にタフィー状の挙動を示す「伸張可能な」吸収性複合体とは、複合
体４４を初期長さの１５０％まで伸張するのに必要な最大の力が、それに垂直な方向に初
期長さの１２５％伸張するのに必要な最大の力より小さいことを意味する。複合体を初期
長さの２００％まで伸張するのに必要な最大の力が、垂直な方向に初期長さの１２５％伸
張するのに必要な最大の力より小さいことが好ましい。複合体を初期長さの２５０％まで
伸張するのに必要な最大の力が、垂直な方向に初期長さの１２５％伸張するのに必要な最
大の力より小さいことが更に好ましい。
【００２４】
これに対し、少なくとも１つの方向にタフィー状の挙動を示す「非伸張可能な」複合体と
は、複合体４４を初期長さの１５０％まで伸張するのに必要な最大の力が、垂直な方向に
初期長さの１２５％まで伸張するのに必要な最大の力に少なくとも等しいことを意味する
。
このようなタフィー状複合体にかかる力を求めるのに必要な引張応力－ひずみ測定は、国
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際基準ＩＳＯ１９２４－２：１９９４年版、紙及び厚紙－張力特性の測定－第２部：定速
伸長法、又は同様の方法を用いて行うことができる。
【００２５】
吸収性複合体４４は、吸収性物品内で、選択的な伸張の方向が、物品が望ましく伸張でき
る方向に一致するように配向される。例えば、おむつでは、望ましい伸張方向は、着用者
の一方の脚からもう一方の脚までの横方向である。これにより、着用者が、不快感を抱く
ことなく自由に脚を動かすことが可能になる。この例では、伸張しないこと又は伸張が少
ないことが望ましい方向は、着用者のウエスト域の間の前部から後部までである。もしく
は、おむつは、吸収体の縦方向の伸張が望ましいように構成してもよい。例えば、フィッ
ト性を向上させるために、おむつは、縦方向に軽く伸張して乳児にフィットできるように
なっている。
【００２６】
図３、図３Ａ、及び図３Ｂは、吸収性複合体４４の第１の基層４６及び／又は第２の基層
４８として用いることができるネックボンデッド積層体の構成を示す概略図である。図３
は、例えば、比較的弾性のないポリマー材料で作られた繊維不織ウェブであってもよいネ
ック可能な材料１１２を示す。図３を参照すると、ネック可能な材料１１２は、最初に機
械方向に引っぱり、繊維を縦方向に配向させるとともにその横方向の長さを第１の寸法「
Ａ」から第２の寸法「Ｂ」に縮小させる。この時点で、ネック可能な不織ウェブ１１２は
、例えば、Ｍｏｒｍａｎらに付与された米国特許第５，８８３，０２８号に記載されてい
る技術を用いて、伸張されていない弾性フィルム又は他の層材料に積層される。尚、この
特許は、参照文献として援用する。「弾性体」という用語は、伸張する力を緩めると、多
くの場合初期長さに回復する伸張可能な材料を言う。
【００２７】
図３Ｂに示す、得られた積層体１１４は、実質的に寸法「Ｂ」に等しい機械横方向の弛緩
長さを有する。積層体は、寸法「Ａ」に実質的に等しい第２の寸法まで、ウェブ１１２の
機械横方向のみに選択的に伸張することができる。伸張力を緩めると、積層体１１４は、
本来の寸法「Ａ」に収縮する。
ネック可能なウェブ１１２は、例えば、スパンボンデッドウェブ、メルトブローンウェブ
又はボンデッドカーデッドウェブのような多孔性の不織材料であってもよい。ネック可能
な材料が、メルトブローン繊維のウェブの場合には、メルトブローン微小繊維を含むこと
ができる。ネック可能な材料１１２は、例えばポリオレフィンのような繊維を形成するポ
リマーで作ることができる。典型的なポリオレフィンには、１つ又はそれ以上のポリプロ
ピレン、ポリエチレン、エチレンコポリマー、プロピレンコポリマー、及びブテンコポリ
マーが挙げられる。有用なポリプロピレンには、例えば、Ｅｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名Ｅｘｘｏｎ３４４５として入手可能なポリプロピレン、及び
Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＤＸ５Ａ０９として入手可能
なポリプロピレンが挙げられる。
【００２８】
ネック可能なウェブ１１２は、例えば、少なくとも１つの層のメルトブローンウェブ、ボ
ンデッドカーデッドウェブ、又は他の適切な材料に接合した少なくとも１つの層のスパン
ボンデッドウェブを有する多層材料であってもよい。例えば、ネック可能な材料１１２は
、坪量が約０．２から約８オンス／平方ヤード（ｏｓｙ）（約６．８～２７０グラム／ｍ
2、即ちｇｓｍ）であるスパンボンデッドポリプロピレンの第１の層、坪量が約０．２か
ら約４ｏｓｙ（６．８～１３５ｇｓｍ）であるメルトブローンポリプロピレンの層、及び
坪量が０．２から８ｏｓｙ（６．８～２７０ｇｓｍ）であるスパンボンデッドポリプロピ
レンの第２の層を有する多層材料であってもよい。もしくは、ネック可能なウェブ１１２
は、例えば、坪量が約０．２から約１０ｏｓｙ（６．８～３４０ｇｓｍ）であるスパンボ
ンデッドウェブ、又は坪量が約０．２から約８ｏｓｙ（６．８～２７０ｇｓｍ）であるメ
ルトブローンウェブのような材料の単一の層であってもよい。ウェブ１１２の隣接する繊
維は、当技術分野では公知の技術を用いて、繊維間結合法により不連続的に接合する必要
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がある。
【００２９】
弾性シートは、ネック可能なウェブ１１２が引っ張られてネックされた状態のときに、ネ
ック可能なウェブ１１２に接合されてネックボンデッド積層体１１４を形成することがで
きる。弾性シートは、水蒸気透過性の弾性ポリマーで作ることもでき、他の弾性ポリマー
で作ってシートに穿孔又は微孔形成することにより蒸気透過性を付与することもできる。
好ましくは、弾性シートの湿気水蒸気透過度（ＭＶＴＲ）は、以下に説明する試験手順を
用いると、少なくとも約５００グラム／ｍ2－２４時間、更に好ましくは少なくとも約１
２００グラム・ｍ2－２４時間、最も好ましくは少なくとも約２０００グラム／ｍ2－２４
時間である。ＭＶＴＲは、フィルムの厚さ及びポリマーの種類の両方の関数である。有用
なフィルム厚さ域にわたって所望のＭＶＴＲを示す弾性ポリマーには、加硫シリコーンゴ
ム、特定の他のシリコーンポリマー、ポリウレタン、ポリエーテルエステル及びポリエー
テルアミドが挙げられるが、これに限定されない。次の表１は、純粋なポリマーフィルム
のフィルム厚さを説明するために正規化した典型的な弾性ポリマーの代表的な水蒸気透過
性を示す。
【００３０】
表１

【００３１】
弾性ポリマーの水蒸気透過性が低ければ、フィルムは、所望の最低レベルのＭＶＴＲを達
成するのに極めて薄くすることができる。蒸気透過性が低いエラストマーには、例えば、
スチレン－ブタジエンコポリマー及びターポリマー、エラストマーエチレン－プロピレン
コポリマー、エチレン－プロピレンジエンゴム、及び密度が０．８９グラム／ｃｃを超え
ない特定の単点又はメタロセン触媒エチレンポリマー及びエチレン－アルファオレフィン
コポリマーが挙げられる。もしくは、フィルムは、当業者にはよく知られている多数の技
術を用いて多孔性又は微孔性にできる。極めて薄いフィルムの製造及び使用は、フィルム
の強度が低く、加工が困難であるため、実用的でない場合もある。従って、弾性ポリマー
自身は、十分な水蒸気透過性を有し、現実的な厚さを有するフィルムを使用できるように
する必要がある。好ましくは、弾性ポリマーは、少なくとも約１５０ｋｇ－ｃｍ／（ｋｍ
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）2－日、更に好ましくは少なくとも約５００ｋｇ－ｃｍ／（ｋｍ）2－日、最も好ましく
は少なくとも約１０００ｋｇ－ｃｍ／（ｋｍ）2－日の水蒸気透過性をもつことができる
。
【００３２】
水蒸気透過性に加えて、好適な通気性のある弾性フィルムは、その水蒸気透過を実質的に
妨げるほどの厚さでないことが必要である。特定の組成物のフィルムのＭＶＴＲは、フィ
ルムと蒸気との間に分子相互作用がなければ、概略その厚さに反比例する。水蒸気透過性
フィルムでは、水とフィルムとの親和力により、この関係は変わる場合もある。一般に、
ネックボンデッド積層体１１４の弾性フィルム構成要素は、フィルム及び積層体１１４が
弛緩しているときに、約２ミル（５０ミクロン）未満の厚さ、好ましくは約１ミル（２５
ミクロン）の厚さ、更に好ましくは約０．５ミル（１３ミクロン）の厚さである必要があ
る。
【００３３】
図２を参照すると、ネックボンデッド積層体が、吸収性複合体４４の基層として用いられ
る場合、着用者に面する（液体透過性）上面層４６は、ネックされた不織層であってもよ
く、底面層４８は、ネックボンデッド積層体の弾性フィルム又はシートであってもよい。
もしくは、底面層４８は、ネックボンデッド積層体全体を含むことができ、上面層４６は
、不織スパンボンド層のような他の不織布又は他の液体透過性層であってもよい。層４６
及び層４８は、接着剤結合、熱結合、超音波結合等の多種多様な従来技術を用いて互いに
結合できる。好ましくは、結合面積は、層４６と層４８との間の界面の１０～２０％であ
る。１つの好ましい実施形態において、Ｆｉｎｄｌａｙ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｃｏ．か
ら入手可能な伸張可能なホットメルト接着剤２５又は２５Ａを、界面の１０～２０％を覆
うように渦巻きパターンで塗布する。
【００３４】
ポケット５０は、層４６又は層４８に形成してもよいが、好ましくは底面層４８に形成す
る。ポケット５０は、真空熱成形工程又は他の適切な工程を用いて形成できる。１つの実
施形態において、ポケットの形成、超吸収体の添加及び結合は、一貫した工程で行われる
。最初に、ネック伸張スパンボンド材料等の選択的に伸張可能な材料４６をポケット形の
凹部を有する穿孔プレート上に配置する。プレートに真空を作用させ、材料をポケット形
の凹部に引き入れる。次に、各々のポケットに超吸収体を加え、層４６に接着剤を塗布す
る。次に、液体透過性の上面層を層４６及びポケット上に配置して押し付ける。層４６及
び層４８は、接着剤の作用により結合する。
【００３５】
他の実施形態において、基層４６又は４８の１つをなくすこともできる。上面層４６をな
くす場合には、液体透過性身体側ライナ１４が、基層４８と協働して上面基層として働く
ことができる。底面層４８をなくす場合には、液体不透過性で、蒸気透過性の外側カバー
１２が、基層４６と協働して底面基層として働くことができる。身体側ライナ１４又は他
のカバー１２のいずれかが基層として用いられる場合には、本明細書に記載したように、
基層として選択的に伸張可能にする必要がある。
【００３６】
「超吸収体」又は「超吸収性材料」という用語は、最も好ましい条件で、０．９重量パー
セントの塩化ナトリウムを含有する水性溶液中で、重量の少なくとも約２０倍、更に望ま
しくは重量の少なくとも約３０倍を吸収することができる水膨潤性、水不溶性の有機又は
無機材料を言う。ノースカロライナ州のカリーにある不織布産業協会のＩＮＤＡにより出
版されたＩＮＤＡ標準試験法ＩＳＴ１０．１（９５）、「吸収時間、吸収容量、及びウィ
ッキング時間のための標準試験法」に、吸収性を測定する適切な方法のための原理が載っ
ている。「（小さい試料片のための）吸収能力試験」を用い、次の２つの変更を加えて、
本発明の目的のために材料の吸収性を測定することができる。（ｉ）ＩＳＴ１０．１（９
５）では、水を使用すると指定されているが、０．９％水溶液に置き換える。（ｉｉ）Ｉ
ＳＴ１０．１（９５）では、５グラムの試料を用いると指定されているが、必要ならば、
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代わりに、吸収性製品から得られる更に小さい試料を使用できる。
【００３７】
超吸収性材料は、天然、合成、及び修飾天然ポリマー及び材料であってもよい。また、超
吸収性材料は、シリカゲルのような無機材料、又は架橋ポリマーのような有機化合物であ
ってもよい。「架橋」という用語は、効果的に、通常は水溶性の材料を実質的に水不溶性
であるが膨潤性にする何らかの手段のことを言う。このような手段には、例えば、物理的
交絡、結晶ドメイン、共有結合、イオン錯体及び会合、水素結合等の親水性会合、及びフ
ァンデルワールス力の疎水性会合を挙げることができる。
【００３８】
合成超吸収性材料のポリマーの例には、ポリ（アクリル酸）及びポリ（メタクリル酸）の
アルカリ金属及びアンモニウム塩、ポリ（アクリルアミド）、ポリ（ビニルエーテル）、
ビニルエーテル及びアルファオレフィンを有する無水マレイン酸コポリマー、ポリ（ビニ
ルピロリドン）、ポリ（ビニルモルホリノン）、ポリ（ビニルアルコール）、及びその混
合物及びコポリマーが挙げられる。他の超吸収性材料には、加水分解アクリロニトリル－
グラフトデンプン、アクリル酸グラフトデンプン、メチルセルロース、キトサン、カルボ
キシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース等の天然及び修飾天然ポリマー、
及びアルギナート、キサンタンガム、イナゴマメゴム等の天然ゴムが挙げられる。天然、
及び全部又は一部合成の超吸収性ポリマーの混合物も本発明では有用であり得る。他の適
切な吸収性ゲル化材料は、１９７５年８月２６日にＡｓｓａｒｓｓｏｎらに付与された米
国特許第３，９０１，２３６号に開示されている。合成吸収性ゲル化ポリマーを調製する
工程は、１９７８年２月２８日にＭａｓｕｄａらに付与された米国特許第４，０７６，６
６３号及び１９８１年８月２５日にＴｓｕｂａｋｉｍｏｔｏらに付与された米国特許第４
，３８６，０８２号に開示されている。
【００３９】
超吸収体は、粒子状物質又は繊維であってもよく、好ましくは粒子状物質である。超吸収
体は、一般に、約２０から約１０００ミクロンの範囲の粒子サイズで入手可能である。好
ましい粒子サイズは、１００から１０００ミクロンの範囲である。市販されている粒子状
超吸収体の例には、バージニア州ポーツマスにあるＨｏｅｃｈｓｔ　Ｃｅｌａｎｅｓｅか
ら入手可能なＳＡＮＷＥＴ（登録商標）ＩＭ３９００及びＳＡＮＷＥＴ（登録商標）ＩＭ
－５０００Ｐ、ミシガン州ミッドランドにあるＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入
手可能なＤＲＹＴＥＣＨ（登録商標）２０３５ＬＤ、及びスェーデンにあるＳｔｏｃｋｈ
ａｕｓｅｎから入手可能なＦＡＶＯＲ（登録商標）８８０が挙げられる。ＦＡＶＯＲ（登
録商標）は、ゲル強度が高いので現時点では好適である。繊維状超吸収体の例としては、
ＯＡＳＩＳ（登録商標）１０１があり、英国グリムズビーにあるＴｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａ
ｂｓｏｒｂｅｎｔｓから入手可能である。
【００４０】
ポケット５０の大きさ及び超吸収体の密度にもよるが、各々のポケットは、乾燥重量に基
づいて、約２５～５００ｍｇ、好ましくは約５０～３００ｍｇ、更に好ましくは約１００
～２００ｍｇの超吸収性材料を収容することができる。ポケット５０の数及び大きさは、
選択的に伸張可能な吸収性複合体４４が、吸収体全体で１～１００グラム、好ましくは約
３～５０グラム、更に好ましくは約５～１５グラムを収容するようになっていてもよい。
当然、超吸収体の全量は、吸収性物品のサイズにより変わり得る。更に、２つ以上の選択
的に伸張可能な吸収性複合体４４が吸収性物品内に存在してもよく、２つ又はそれ以上の
選択的に伸張可能な吸収性複合体４４は、互いに重なっていてもよい。
【００４１】
超吸収性材料に加えて、各々のポケット５０は、所望であれば、パルプ繊維のような繊維
吸収性材料、充填材料、臭気吸着材料、芳香材料、又は他の適切な材料を収容することが
できる。材料を組み合わせて用いる場合には、超吸収体は、ポケット５０内の全材料の少
なくとも３０％、好ましくは少なくとも５０％、更に好ましくは少なくとも７０％、最も
好ましくは少なくとも９０％である必要がある。もしくは、ポケットの幾つか、好ましく
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は５０％未満には、超吸収体を収容していなくてもよい。超吸収体を有していないポケッ
トには、臭気吸収材料、芳香剤、ローション、柔軟剤、抗菌物質等のみを収容してもよい
。
【００４２】
吸収性複合体４４の選択的な伸張性により、複合体が濡れたときにゲルブロッキングする
ことなく、高密度の超吸収体をポケット５０に収容できる。超吸収体が濡れてポケットが
各々に対して膨張するにつれ、複合体４４の選択的な伸張性により、ポケットは移動する
ことができ、ゲルブロッキングが起こるほど緊密にならにようにそれらの接触を防ぐ。
好ましくは、ポケット５０は、ポケット間の空間の全てを閉じることなく、互いに接触す
ることができる形状である。図２のように平面で見ると、ポケット５０は、円形、卵形、
又は楕円形である。また、このような形状のポケットは、超吸収体が膨潤して伸張する力
や、製品製造の間に加えられる力を受けても破れにくい。正方形及び長方形は、隣接する
ポケット５０の端部に沿って実質的に連続的に接触することを許す形状なので、あまり好
ましくない。また、このような形状は、応力がかかると破れやすい。
【００４３】
吸収性複合体４４は、熱結合、超音波結合、機械的ステッチ結合、接着剤結合等を含む種
々の技術を用いて外側カバー１２及び身体側ライナ１４（図１）に接合できる。最適な性
能を達成するためには、吸収性複合体４４の選択的伸張性により、おむつ１０全体の伸張
性を制御できることが望ましい。これは、おむつ１０の他の層を少なくとも吸収性複合体
４４と同じくらい伸張可能な材料で形成することにより達成できる。身体側ライナ１４及
び外側カバー１２は、選択的に伸張可能である必要はない。これらは、全方向に均等に伸
張可能とであってもよく、前述の弾性ポリマーの１つ又はそれ以上を用いて形成すること
ができる。層１２及び１４（及び他の層）を形成する材料が、少なくとも吸収性複合体４
４と同じくらい伸張可能であれば、おむつ１０全体は、吸収性複合体１４の影響を受けて
選択的な伸張性を示すことになる。
【００４４】
サージ層４２及び身体側ライナ１４は、液体透過性の高い材料で構成される。このような
層は、液体を着用者から吸収性複合体４４に移動させる機能を果たす。適切な材料には、
多孔性織材料、多孔性不織材料、及び穿孔フィルムが挙げられる。例としては、ポリマー
繊維の伸張可能な多孔性シート、合成又は天然繊維のボンデッドカーデッドウェブ、又は
その組み合わせが含まれるが、これに限定されない。また、いずれかの層は、穿孔された
伸張可能なプラスチックフィルムであってもよい。
【００４５】
外側カバー１２は、単一の伸張可能な層を含むことができ、又は、接着剤結合、超音波結
合、熱結合等により互いに接合される複数の伸張可能な層を含むこともできる。外側カバ
ー１２は、例えば、キャストフィルム又はブロンフィルムを含む多種多様の織布又は不織
布、フィルム、又はフィルムコーティングされた不織布で作ることができる。また、外側
カバー１２は、ボンデッドカーデッド又はスパンボンド又はメルトブローン材料の複合体
、例えば、熱可塑材料のスパンボンデッド－メルトブローン複合体又はスパンボンデッド
－メルトブローン－スパンボンデッド熱可塑材料であってもよく、スパンボンデッド層は
、布のような風合を与えることができ、メルトブローン層は、液体不透過性を与えること
ができる。外側カバー１２は、水蒸気に対して通気性が高いことが好ましい。
【００４６】
湿気水蒸気透過度（ＭＶＴＲ）を測定するための試験手順
布の通気性の尺度は、湿気水蒸気透過度（ＭＶＴＲ）であり、試料材料に対して、以下に
述べるように、基本的に試験方法を少し変えたＡＳＴＭ標準Ｅ９６－８０により計算され
る。直径３インチに測った円形試料を、各々の試験材料から切り取り、ノースカロライナ
州のシャーロットにあるＣｅｌａｎｅｓｅ　Ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓの
ＣＥＬＧＡＲＤ（登録商標）２５００シートの一片である対照と共に試験する。ＣＥＬＧ
ＡＲＤ（登録商標）２５００シートは、微孔性ポリプロピレンシートである。各々の材料
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ｉｎｇ－Ａｌｂｅｒｔ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙから販売されている６０
－１番バーポメーターパン（Ｖａｐｏｍｅｔｅｒ　ｐａｎ）である。１００ｍｌの水を各
々のバーポメーターパンに注入し、試験材料及び対照の個々の試料を個々のパンの開放上
部を横切って配置する。ねじ式フランジを締めて、パンの端部に沿って密封し、関連の試
験材料又は対照材料を暴露面積がほぼ３３．１７平方センチメートルである直径６．５ｃ
ｍの範囲で周囲空気に暴露させる。パンは、１００°Ｆ（３２°Ｃ）で１時間、強制空気
オーブンに入れて平衡させる。オーブンは、外部空気が循環し、水蒸気が内部に蓄積する
ことを防ぐ定温オーブンである。適切な強制空気オーブンは、例えば、イリノイ州ブルー
アイランドにあるＢｌｕｅ　Ｍ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙから販売されている
Ｂｌｕｅ　Ｍ　Ｐｏｗｅｒ－Ｏ－Ｍａｔｉｃ６０オーブンである。完全に平衡になると、
パンをオーブンから取り出し、重量を量り、直ぐにオーブンに戻す。２４時間後、パンを
オーブンから取り出し、再び重量を量る。予備試験の水蒸気透過度は、次のように計算さ
れる。
試験ＭＶＴＲ＝（24時間で失った重量グラム数）×315.5ｇ／ｍ2－24時間
オーブン内の相対湿度は特に制御しない。
【００４７】
予め決定した設定条件である１００°Ｆ（３２°Ｃ）及び周囲相対湿度下では、ＣＥＬＧ
ＡＲＤ（登録商標）２５００対照に対するＭＶＴＲは、２４時間で５０００グラム／平方
メートルであると定義されている。従って、対照試料を各々の試験と共に試験して、仮の
試験の値を設定条件に対して次の式を用いて補正する。
ＭＶＴＲ＝（試験ＭＶＴＲ／対照ＭＶＴＲ）×（5000ｇ／ｍ2－24時間）
【００４８】
本明細書で開示した実施形態は、現時点では好適であると考えられているが、本発明の精
神及び範囲から逸脱することなく種々の修正及び改良が可能である。本発明の範囲は、請
求の範囲により示され、均等範囲に含まれる全ての変形は本発明に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の吸収性物品の１つの実施形態の使い捨ておむつの分解斜視図である。
【図２】　図１の物品で有用な吸収性複合体の一部を切欠いた平面図である。
【図３】　吸収性複合体の基層として有用なネックボンデッド積層体の形成を示す概略図
である。
【図３Ａ】　吸収性複合体の基層として有用なネックボンデッド積層体の形成を示す概略
図である。
【図３Ｂ】　吸収性複合体の基層として有用なネックボンデッド積層体の形成を示す概略
図である。
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